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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第43期
第２四半期
連結累計期間

第44期
第２四半期
連結累計期間

第43期
第２四半期
連結会計期間

第44期
第２四半期
連結会計期間

第43期

会計期間

自  平成21年
      ７月１日
至  平成21年
      12月31日

自  平成22年
     ７月１日
至  平成22年
      12月31日

自  平成21年
      10月１日
至  平成21年
     12月31日

自  平成22年
      10月１日
至  平成22年
      12月31日

自  平成21年
      ７月１日
至  平成22年
      ６月30日

完成工事高 (千円) 3,131,2973,792,7981,730,4022,086,9866,594,886

経常利益 (千円) 215,146 202,825 208,392 151,901 308,600

四半期(当期)純利益 (千円) 120,507 107,419 117,081 72,473 134,973

純資産額 (千円) ― ― 4,068,0144,178,4074,083,890

総資産額 (千円) ― ― 5,298,0825,597,3365,528,503

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,406.471,438.841,411.50

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 41.90 37.35 40.71 25.20 46.93

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 76.3 73.9 73.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 16,064 △68,923 ― ― 254,254

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △24,164△206,436 ― ― △301,080

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △48,999 △28,993 ― ― △31,913

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,640,7071,314,7131,619,066

従業員数 (名) ― ― 301 298 297

(注)1　完成工事高には、消費税等は含まれておりません。
　　2　潜在株式調整後1株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。
　　3　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事
業の内容に重要な変更はありません。
また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 298（46）

(注) １　当社グループは、切断・穿孔工事業を中心としております。
 　　２　従業員は、就業人員であり、臨時雇用者は( )内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載

しております。　　　
 

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 250（45）

(注) 　従業員は、就業人員であり、臨時雇用者は( )内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載し
ております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績
　　　当社グループの事業は建設業の一部であり、建設業では生産実績を定義することが困難である　
　　ため、「生産の状況」は記載しておりません。

　
(2) 受注実績

　

前第2四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日　
 　至　平成21年12月31日)

当第2四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日　
 　至　平成22年12月31日)　

区分 受注高(千円) 受注残高(千円) 受注高(千円) 受注残高(千円)

ダイヤモンド工法事業 1,506,435 － 1,781,021 42,942

ウォータージェット工法事業 223,966 － 299,794 4,580

合計 1,730,402 － 2,080,816 47,523

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 ２　当社グループは、切断・穿孔工事事業を主な事業としており、全セグメントの受注高の合計額に占

める切断・穿孔工事事業の割合が90％を超えております。従って、切断・穿孔工事事業を工法別に

ダイヤモンド工法事業とウォータージェット工法事業に区分した場合の受注実績を記載しており

ます。

 ３　ビルメンテナンス事業の受注実績については、少額であり、また、工法の共通性から、ウォーター

ジェット工法事業に含めて記載しております。　　　
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(3) 売上実績

　
前第2四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日　
 　至　平成21年12月31日)　

当第2四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日　
 　至　平成22年12月31日)

区分 売上高(千円) 売上高(千円)

ダイヤモンド工法事業 1,506,435 1,778,943

ウォータージェット工法事業 223,966 308,042

合計 1,730,402 2,086,986

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 ２　当社グループの事業は請負工事業であり、販売実績という開示は実態にそぐわないため、売上実績

を記載しております。

 ３　当社グループは、切断・穿孔工事事業を主な事業としており、全セグメントの売上高の合計額に占

める切断・穿孔工事事業の割合が90％を超えております。従って、切断・穿孔工事事業を工法別に

ダイヤモンド工法事業とウォータージェット工法事業に区分した場合の売上実績を記載しており

ます。

 ４　ビルメンテナンス事業の売上実績については、少額であり、また、工法の共通性から、ウォーター

ジェット工法事業に含めて記載しております。　　　

 ５  当社グループの事業は公共事業関連工事が多いため、売上高は第１四半期（7月～9月）・第４四

半期（4月～6月）が減少し、第２四半期（10月～12月）・第３四半期（1月～3月）に増加いたしま

す。
　
　

　

２ 【事業等のリスク】

当第2四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第2四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）　経営成績に関する分析
当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジア向けを中心とした輸出の拡大や家電・自動車
を中心とした個人消費が伸びたことにより一部においては回復傾向が続いているものの、雇用情勢は依然
として厳しく、欧米諸国の景気回復懸念や急激な円高の進行など、全体としては依然として先行き不透明な
状況が続いております。
　当第２四半期連結会計期間における当社グループを取り巻く経営環境についても、民間設備投資等は下げ
止まりつつあるものの、公共投資が引続き低水準で推移する中で受注競争が激化し、一段と厳しいものにな
りました。しかし、そのような状況の中で当社グループは、第1四半期連結会計期間に引き続き営業範囲の拡
大による収益性の向上や材料費等のコスト削減に努めてまいりました。　
　その結果、当第２四半期連結会計期間における連結売上高は2,086百万円（前年同期比20.6％増）となり、
営業利益は181百万円(同9.4％減）、経常利益は151百万円(同27.1％減)、第２四半期純利益は72百万円(同
38.1％減）となりました。
　なお、当社グループの事業は公共事業関連工事が多いため、売上高は第１四半期（7月～9月）・第４四半
期（4月～6月）が減少し、第２四半期（10月～12月）・第３四半期（1月～3月）に増加いたします。利益に
つきましても同様に推移いたします。今後、このような業績の変動を平準化していく方針でありますが、当
面、業績は第２四半期、第３四半期に偏る傾向にあります。　　
 
当社グループは、切断・穿孔工事事業を主な事業としており、全セグメントの売上高及び営業利益(又は
損失）の合計額に占める切断・穿孔工事事業の割合が90％を超えております。従って、切断・穿孔工事事業
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をダイヤモンド工法事業とウォータージェット工法事業に区分した場合の業績は以下の通りです。なお、ビ
ルメンテナンス事業は、ウォータージェット工法事業と工法が共通しており、かつ少額であるため、ウォー
タージェット工法事業に含めてあります。
 
　(ダイヤモンド工法事業）
　ダイヤモンド工法事業につきましては、圏央道関連分野への参画を図り営業力を強化し、治水施設、港湾・
空港施設、発電所維持補修分野への市場拡大を図りました。その結果、当第２四半期連結会計期間における
売上高は、1,778百万円(前年同期比18.1％増）となりました。
 

　(ウォータージェット工法事業）
　ウォータージェット工法事業につきましても、高速道路、橋梁の維持補修分野及びアスベスト除去を初め
とした環境対策関係分野への市場拡大を図りました。その結果、当第２四半期連結会計期間における売上高
は308百万円(前年同期比37.5％増）となりました。
　
（2）　財政状態に関する分析
当第２四半期連結会計期間末における当社グループの総資産は5,597百万円(第1四半期連結会計期間末
比0.8％増）、負債が1,418百万円(同2.7％減）、純資産は4,178百万円(同2.0％増）となり、自己資本比率は
73.9％となりました。
　資産の主なものは、現金及び預金1,421百万円(同8.9％減）、受取手形・完成工事未収入金1,811百万円(同
11.0％増）、土地1,284百万円(同0.0％増）などであります。負債の主なものは、工事未払金401百万円(同
12.8％増）、退職給付引当金342百万円(同0.9％減）であり、純資産では利益剰余金3,309百万円(同2.2％
増）であります。
　
　

（3）　キャッシュ・フローの状況に関する分析
当第２四半期連結会計期間末における当社グループの現金及び現金同等物(以下「資金」という）は、第
２四半期連結会計期間において、営業活動で36百万円の減少、投資活動で94百万円の減少、財務活動で７百
万円の減少となった結果、1,314百万円(前年同期比19.9％減）となりました。主な要因は次のとおりです。
 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）
　当第２四半期連結会計期間における営業活動の資金の減少は36百万円（前年同期は10百万円の減少）と
なりました。主な要因としては売上債権の増加による支出が192百万円、賞与引当金の減少による支出が80
百万円あったことなどによります。
　
（投資活動によるキャッシュ・フロー）
　当第２四半期連結会計期間における投資活動の資金の減少は94百万円(前年同期は２百万円の減少）とな
りました。主な要因としては有形固定資産の取得による支出が95百万円あったことなどによります。
　
(財務活動によるキャッシュ・フロー）
　当第２四半期連結会計期間における財務活動の資金の減少は、７百万円(前年同期は20百万円の減少）と
なりました。主な要因としては、配当金の支払による支出が４百万円、長期借入金の返済による支出が２百
万円あったことによります。
 

　

（4）　事業上及び財務上の対処すべき課題
当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
　
　

（5）　研究開発活動
当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は２百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　　　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に
ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。
また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第2四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,000,000 3,000,000
大阪証券取引所
JASDAQ

（スタンダード）

権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式
 
単元株式数　100株

計 3,000,000 3,000,000― ―

(注) 平成22年10月12日付の大阪証券取引所JASDAQ市場、同取引所ヘラクレス市場及び同取引所NEO市場の各市場の統合

に伴い、当社は大阪証券取引所JASDAQ(スタンダード）へ上場しております。
　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

      該当事項はありません。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。
　

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年10月１日～
平成22年12月31日

― 3,000,000 ― 470,300 ― 465,100

　

　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

渡　辺　　隆 神奈川県三浦郡 436,000 14.53

永　野　良　夫 神奈川県茅ヶ崎市 318,300 10.61

植　村　駿　吉 沖縄県糸満市 254,650 8.49

第一カッター興業従業員持株会 神奈川県茅ヶ崎市萩園833番地 169,600 5.66

旭ダイヤモンド工業株式会社 東京都千代田区紀尾井町4番1号 150,000 5.00

ダイヤモンド機工株式会社 福岡県福岡市城南区南片江2丁目30-21 120,000 4.00

第一カッター興業株式会社 神奈川県茅ヶ崎市萩園833番地 100,070 3.34

富国生命保険相互会社
(常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社）

東京都千代田区内幸町二丁目2-2
(東京都中央区晴海１丁目8-12　晴海アイラン
ドトリトンスクエアオフィスタワーＺ棟）
 

100,000 3.33

エイアイユーインシュアランス
カンバニー
(常任代理人　シティバンク銀行
株式会社）

東京都千代田区丸の内一丁目1番3号
(東京都品川区東品川２丁目３番14号）

100,000 3.33

赤　羽　根　昭　夫 神奈川県茅ヶ崎市 63,400 2.11

計 ― 1,812,020 60.40
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ―  ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式
　(自己保有株式）

100,000
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式
単元株式数　　100株

完全議決権株式(その他)
普通株式

2,899,400
28,994 同上

単元未満株式
普通株式

600
― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 3,000,000― ―

総株主の議決権 ― 28,994 ―

(注）単元未満株式には、当社所有の自己株式70株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

所有者の氏名
又は名称 所有者の住所

自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対す
る所有株式
数の割合
(％)

　(自己保有株式）
第一カッター興業株式会社

神奈川県茅ヶ崎市萩
園833番地 100,000

 
―

 
100,000 3.33

計 ― 100,000― 100,000 3.33

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　７月 　８月 　９月 　10月 　11月 　12月

最高(円) 532 520 518 520 525 525

最低(円) 505 490 492 496 496 501

(注) 最高・最低株価は、平成22年10月11日以前は大阪証券取引所(ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであり、平成22年

10月12日以降は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード）におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」

(昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年７月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年７月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年７月１日から平成21年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年７月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、アーク監査法人により四半期レビューを受けております。

　

　

EDINET提出書類

第一カッター興業株式会社(E00320)

四半期報告書

13/37



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,421,458 1,974,409

受取手形・完成工事未収入金 ※1, ※2
 1,811,845

※1
 1,570,461

未成工事支出金 34,345 －

材料貯蔵品 54,047 52,577

繰延税金資産 19,376 19,376

その他 34,768 59,662

貸倒引当金 △18,131 △14,963

流動資産合計 3,357,709 3,661,524

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 407,783 297,137

減価償却累計額 △183,547 △177,530

建物及び構築物（純額） 224,235 119,606

機械装置及び運搬具 1,701,111 1,598,966

減価償却累計額 △1,425,966 △1,379,700

機械装置及び運搬具（純額） 275,145 219,265

工具、器具及び備品 68,523 67,823

減価償却累計額 △59,389 △56,888

工具、器具及び備品（純額） 9,133 10,934

土地 1,284,925 1,036,329

建設仮勘定 － 3,250

有形固定資産合計 1,793,439 1,389,387

無形固定資産 17,123 17,607

投資その他の資産

投資有価証券 80,846 111,415

繰延税金資産 218,273 218,273

その他 173,242 157,331

貸倒引当金 △43,299 △27,037

投資その他の資産合計 429,064 459,984

固定資産合計 2,239,627 1,866,978

資産合計 5,597,336 5,528,503
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

負債の部

流動負債

工事未払金 401,401 408,229

短期借入金 42,318 30,000

未払法人税等 117,526 49,896

賞与引当金 28,789 27,345

その他 319,325 299,011

流動負債合計 909,361 814,483

固定負債

長期借入金 107,837 110,999

退職給付引当金 342,531 338,965

役員退職慰労引当金 57,603 178,112

負ののれん 1,596 2,052

固定負債合計 509,568 630,129

負債合計 1,418,929 1,444,612

純資産の部

株主資本

資本金 470,300 470,300

資本剰余金 465,100 465,100

利益剰余金 3,309,054 3,230,422

自己株式 △106,438 △106,438

株主資本合計 4,138,015 4,059,383

少数株主持分 40,391 24,507

純資産合計 4,178,407 4,083,890

負債純資産合計 5,597,336 5,528,503
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年12月31日)

完成工事高 3,131,297 3,792,798

完成工事原価 2,176,661 2,727,536

完成工事総利益 954,636 1,065,261

販売費及び一般管理費 ※1
 759,070

※1
 850,976

営業利益 195,566 214,285

営業外収益

受取利息 198 101

受取保険金 2,873 6,313

受取家賃 4,921 －

負ののれん償却額 456 456

持分法による投資利益 4,133 －

雑収入 7,579 10,718

営業外収益合計 20,163 17,588

営業外費用

支払利息 460 1,107

売上債権売却損 122 11

持分法による投資損失 － 27,929

営業外費用合計 582 29,048

経常利益 215,146 202,825

特別利益

固定資産売却益 2,154 3,154

償却債権取立益 272 190

特別受取保険金 540 －

保険解約返戻金 － 23,874

特別利益合計 2,966 27,219

特別損失

固定資産売却損 46 170

固定資産除却損 24 74

特別損失合計 71 244

税金等調整前四半期純利益 218,042 229,799

法人税等 95,859 111,395

少数株主損益調整前四半期純利益 － 118,404

少数株主利益 1,675 10,984

四半期純利益 120,507 107,419
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

完成工事高 1,730,402 2,086,986

完成工事原価 1,160,765 1,472,954

完成工事総利益 569,636 614,031

販売費及び一般管理費 ※1
 369,498

※1
 432,702

営業利益 200,138 181,329

営業外収益

受取利息 132 29

受取保険金 2,773 313

受取家賃 210 －

負ののれん償却額 228 228

持分法による投資利益 1,955 －

雑収入 3,219 6,681

営業外収益合計 8,519 7,252

営業外費用

支払利息 189 537

売上債権売却損 74 9

持分法による投資損失 － 36,134

営業外費用合計 264 36,680

経常利益 208,392 151,901

特別利益

固定資産売却益 2,154 76

償却債権取立益 219 81

特別受取保険金 540 －

保険解約返戻金 － 21,516

特別利益合計 2,914 21,674

特別損失

固定資産売却損 46 110

固定資産除却損 － 74

特別損失合計 46 184

税金等調整前四半期純利益 211,260 173,391

法人税等 92,886 90,047

少数株主損益調整前四半期純利益 － 83,343

少数株主利益 1,292 10,869

四半期純利益 117,081 72,473
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 218,042 229,799

減価償却費 56,745 66,824

長期前払費用償却額 106 160

のれん償却額 － 209

負ののれん償却額 △456 △456

貸倒引当金の増減額（△は減少） 15,003 19,430

受取利息 △198 △101

支払利息 460 1,107

持分法による投資損益（△は益） △4,133 27,929

固定資産除却損 24 74

固定資産売却損益（△は益） △2,107 △2,983

受取保険金 △2,873 △6,313

特別受取保険金 △540 －

保険解約返戻金 － △23,874

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,454 △120,509

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,805 3,565

賞与引当金の増減額（△は減少） △600 1,443

未払費用の増減額（△は減少） 16,845 5,786

未払金の増減額（△は減少） △6,122 9,597

未払消費税等の増減額（△は減少） △8,010 6,267

売上債権の増減額（△は増加） △313,930 △262,091

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,322 △35,815

仕入債務の増減額（△は減少） 88,150 △6,827

その他 7,648 26,495

小計 83,636 △60,281

利息及び配当金の受取額 3,798 2,741

利息の支払額 △674 △1,084

特別保険金の受取額 540 －

保険金の受取額 2,873 6,313

保険解約返戻金の受取額 － 26,043

法人税等の支払額 △74,109 △42,656

営業活動によるキャッシュ・フロー 16,064 △68,923
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △2,802

定期積金の払戻による収入 － 251,400

有形固定資産の取得による支出 △33,269 △463,621

有形固定資産の売却による収入 17,143 5,810

無形固定資産の取得による支出 △7,168 △723

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

42,679 －

貸付けによる支出 △31,900 －

貸付金の回収による収入 952 686

保険積立金の積立による支出 △10,527 △8,027

保険積立金の払戻による収入 1,092 179

長期預り金の返還による支出 △3,200 －

その他 33 10,660

投資活動によるキャッシュ・フロー △24,164 △206,436

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △20,000 －

長期借入金の返済による支出 － △5,160

配当金の支払額 △28,999 △28,733

少数株主からの払込みによる収入 － 4,900

財務活動によるキャッシュ・フロー △48,999 △28,993

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △57,098 △304,353

現金及び現金同等物の期首残高 1,697,806 1,619,066

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,640,707

※1
 1,314,713
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

　

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

項目
当第2四半期連結累計期間

(自  平成22年７月１日  至  平成22年12月31日)

１  連結の範囲に関する事項の変更 (1)連結の範囲の変更

　第1四半期連結会計期間より、新たに設立した株式会社新伸興業を連

結の範囲に含めております。

(2)変更後の連結子会社の数
　 ３社

２  会計処理基準に関する事項の変更 (1)「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企
業会計基準第18号　平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会
計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31
日）を適用しております。
  これによる損益への影響はありません。
(2)「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処
理に関する当面の取扱い」の適用
　第1四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計
基準第16号　平成20年３月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の
会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号　平成20年３月
10日）を適用しております。
　これによる損益への影響はありません。

　

　

EDINET提出書類

第一カッター興業株式会社(E00320)

四半期報告書

20/37



　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年７月１日  至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日　内閣府令第5号）の適用により、

当第2四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しています。

　
当第２四半期連結会計期間

(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日　内閣府令第5号）の適用により、

当第2四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しています。

　

　

【簡便な会計処理】

項目
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年７月１日  至  平成22年12月31日)

１  一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第2四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算

定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末

の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２  棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものにつ

いてのみ正味売却価格を見積もり、簿価切下げを行う方法によってお

ります。

３  固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算定する方法によっております。

４  法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降

に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認め

られる場合に、前連結会計年度において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法によっています。

　

　

EDINET提出書類

第一カッター興業株式会社(E00320)

四半期報告書

21/37



　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

項目
当第2四半期連結累計期間

(自  平成22年７月１日  至  平成22年12月31日)

  税金費用の計算 　税金費用の計算について、当連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年6月30日)

※1　受取手形裏書譲渡高及び受取手形割引高

受取手形裏書譲渡高 323,055千円

受取手形割引高 9,800千円

※1　受取手形裏書譲渡高及び受取手形割引高

受取手形裏書譲渡高 242,972千円

受取手形割引高 12,723千円

※2　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理

については、手形交換日をもって決済処理して

おります。

　なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融

機関の休日であったため、次の四半期連結会計

期間末日満期手形が、四半期連結会計期間末残

高に含まれております。

受取手形 18,382千円

裏書手形 20,683千円

───
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日 
  至  平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日 
  至  平成22年12月31日)

※1　販売費及び一般管理費の主なもの
給与手当 352,020千円

賞与引当金繰入額 13,650千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,454千円

貸倒引当金繰入額 24,820千円

退職給付費用 17,625千円

※1　販売費及び一般管理費の主なもの
給与手当 384,944千円

賞与引当金繰入額 15,073千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,190千円

貸倒引当金繰入額 24,709千円

退職給付費用 17,898千円
 
 

　2　売上高の季節変動

　当社グループの売上高は、公共事業関連工事が多

いため、第１四半期(7～9月）、第４四半期(4～6

月）が減少し、第２四半期(10～12月)、第３四半期

(1～3月）に増加いたします。

  2　売上高の季節変動

　

              　　 同左

　

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日 
  至  平成21年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日 
  至  平成22年12月31日)

※1　販売費及び一般管理費の主なもの
給与手当 202,006千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,012千円

貸倒引当金繰入額 4,342千円

退職給付費用 8,656千円

※1　販売費及び一般管理費の主なもの
給与手当 227,667千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,811千円

貸倒引当金繰入額 15,247千円

退職給付費用 8,397千円
 
 

　2　売上高の季節変動

　当社グループの売上高は、公共事業関連工事が多

いため、第１四半期(7～9月）、第４四半期(4～6

月）が減少し、第２四半期(10～12月)、第３四半期

(1～3月）に増加いたします。

  2　売上高の季節変動

　

              　　 同左

　

　

EDINET提出書類

第一カッター興業株式会社(E00320)

四半期報告書

24/37



　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日 
  至  平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日 
  至  平成22年12月31日)

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期

連結貸借対照表に掲記されている科目の金額

との関係

 

現金及び預金 1,744,349千円

　　　計 1,744,349千円

預入期間が３か月超の

定期預金
△103,642千円

現金及び現金同等物 1,640,707千円
　

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期

連結貸借対照表に掲記されている科目の金額

との関係

 

現金及び預金 1,421,458千円

　　　計 1,421,458千円

預入期間が３か月超の

定期預金
△106,745千円

現金及び現金同等物 1,314,713千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成22年７月１日

 至  平成22年12月31日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,000,000

　

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 124,070

　

　

３  新株予約権の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年9月22日
定時株主総会

普通株式 28,999 10平成22年６月30日 平成22年９月24日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)及び前第２四半期連結累計

期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年12月31日)

当社グループは、切断・穿孔工事業を主な事業としており、全セグメントの売上高および営業利益
(又は損失）の合計額にしめる切断・穿孔工事業の割合がいずれも90％を超えているため、事業の種類
別セグメント情報を省略しております。

　

　

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)及び前第２四半期連結累計

期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年12月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店はありませんので、記載を省略しており
ます。

　

　

　

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)及び前第２四半期連結累計

期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年12月31日)

海外売上高がないため、記載を省略しております。
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【セグメント情報】

　 1.報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、最高経営意思
決定機関が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも
のです。
　当社は、本社で各事業の統括を行っており、「切断・穿孔工事事業」及び「ビルメンテナンス事業」を
中心に事業活動を行っています。さらに「切断・穿孔工事事業」は、国内の各営業所単位で事業活動を
行っています。子会社については、当社本社の所管の元、各管轄する地域ごとに「切断・穿孔工事事業」
を行っています。
　従って、当社グループは、事業を基礎としたセグメントから構成されており、「切断・穿孔工事事業」及
び「ビルメンテナンス事業」の２つを報告セグメントとしております。
　「切断・穿孔工事事業」は、工業用ダイヤモンドを使用した「ダイヤモンド工法」及び高圧水を利用し
た「ウォータージェット工法」による各種舗装、コンクリート構造物の切断・穿孔工事業務であります。
また、「ビルメンテナンス事業」は、ビル等の建物の設備保守・清掃、配管洗浄業務であります。
　なお、全セグメントの売上高及び営業利益(又は営業損失）に占める切断・穿孔工事事業の割合が90％
を超えているため、セグメント情報の記載を省略しています。

　

　

    (追加情報)

 第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成
21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第
20号  平成20年３月21日)を適用しております。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

　

　

(有価証券関係)

該当事項はありません。

　

　

　

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループは、デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。

　

　

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

　

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

　

　

　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。
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(賃貸等不動産関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)

賃貸等不動産において、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

四半期連結会計期間末の時価  461,510千円

四半期連結貸借対照表計上額  299,741千円
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年６月30日)

　 　

　 1,438.84円
　

　 　

　 1,411.50円
　

　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年６月30日)

純資産の部の合計額(千円) 4,178,407 4,083,890

普通株式に係る純資産額(千円) 4,138,015 4,059,383

差額の主な内訳(千円) 　 　

　少数株主持分 40,391 24,507

普通株式の発行済株式数(千株) 3,000 3,000

普通株式の自己株式数(千株) 124 124

１株当たり純資産額の算定に用
いられた普通株式の数(千株) 2,875 2,875

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日 
  至　平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日 
  至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 41.90円

　 　
　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりま
せん。
　

１株当たり四半期純利益金額 37.35円

　 　
　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりま
せん。
　

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日 
  至　平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日 
  至　平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 120,507 107,419

普通株式に係る四半期純利益(千円) 120,507 107,419

普通株式の期中平均株式数(千株) 2,875 2,875
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第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日 
  至　平成21年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日 
  至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 40.71円

　 　
　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりま
せん。
　

１株当たり四半期純利益金額 25.20円

　 　
　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりま
せん。
　

　

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日 
  至　平成21年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日 
  至　平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 117,081 72,473

普通株式に係る四半期純利益(千円) 117,081 72,473

普通株式の期中平均株式数(千株) 2,875 2,875
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

EDINET提出書類

第一カッター興業株式会社(E00320)

四半期報告書

33/37



　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月10日

第一カッター興業株式会社

取締役会  御中

　

アーク監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 　  赤荻　隆      印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士   　新井　盛司    印

　

　 　 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている第一

カッター興業株式会社の平成21年７月１日から平成22年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計

期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年７月１日から平

成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、第一カッター興業株式会社及び連結子会社の

平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計

期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月14日

第一カッター興業株式会社

取締役会  御中

　

アーク監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士   　吉村　淳一    印
　

　 　 　
　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士   　新井　盛司    印
　

　 　 　　 

　

　 　 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている第一

カッター興業株式会社の平成22年７月１日から平成23年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計

期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年７月１日から平

成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、第一カッター興業株式会社及び連結子会社の

平成22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計

期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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